
戦
前
の
大
正
期
、
こ

こ
下
伊
那
の
地
に
全
国

に
先
駆
け
る
民
主
的
な

青
年
運
動
が
あ
っ
た
こ

と
は
今
こ
こ
地
元
の

人
々
か
ら
も
忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
下
伊
那
青
年
運
動

と
短
歌
雑
誌
『
夕
樺
』

の
間
に
は
実
は
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
。

こ
の
秋
南
信
州
資
料

セ
ン
タ
ー
か
ら
下
伊
那

郡
単
位
の
最
初
の
青
年

会
組
織
『
下
伊
那
青
年

会
』
の
機
関
誌
『
伊
那

青
年
』（
明
治
三
十
三
年

二
月
〜
明
治
三
十
六
年

二
月
、
全
三
十
八
冊
）

の
復
刻
版
が
全
巻
出
版

さ
れ
た
。
現
在
同
セ
ン

タ
ー
で
は
そ
れ
に
続
い

て
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

期
の
青
年
た
ち
の
歌
誌

『
夕
樺
』の
発
掘
、
刊
行

に
む
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
先
日
第
二
巻
八

号
（
大
正
十
一
年
九
月

発
刊
）
が
見
つ
か
っ
た

が
（
写
真
１
）、ま
だ
第

二
巻
の
多
く
が
見
つ
け

ら
れ
て
お
ら
ず
全
巻
ま

で
は
そ
ろ
っ
て
い
な
い
。

歌
誌
『
夕
樺
』
が
創

刊
さ
れ
る
ま
で
の
下
伊

那
の
歌
壇
状
況
を
当
時

の
歌
人
た
ち
を
知
る
意

味
で
も
概
略
を
記
し
て

お
こ
う
。
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
期
そ
れ
ま
で
文

学
界
の
主
流
で
あ
っ
た

自
然
主
義
に
か
わ
っ
て

白
樺
派
を
中
心
と
す
る

自
由
主
義
、
人
道
主
義

の
思
潮
が
全
国
に
ひ
ろ

が
り
、
長
野
県
で
も
こ

れ
に
共
鳴
す
る
若
い
教

師
た
ち
に
よ
っ
て
、
児

童
の
自
主
性
を
重
ん

じ
、
旧
来
の
殻
を
破
る

教
育
活
動
、
自
由
教
育

が
行
わ
れ
た
。
歌
誌

『
白
樺
』
の
読
者
は
山

国
信
州
が
東
京
に
次
ぐ

読
者
を
持
っ
て
い
た
。

下
伊
那
で
も
自
由
教
育

を
求
め
る
若
い
教
師
や

青
年
た
ち
に
よ
っ
て
中

央
の
短
歌
、
俳
句
の
雑

誌
で
あ
る
『
白
樺
』
の

ほ
か
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

『
ア
ラ
ラ
ギ
』
が
読
ま

れ
多
く
の
短
歌
会
が
作

ら
れ
た
。『
白
樺
』
は
武

者
小
路
実
篤
、
志
賀
直

哉
、
有
島
一
郎
ら
に
よ

っ
て
創
刊
さ
れ
た
短
歌

雑
誌
で
あ
り
、『
ホ
ト
ト

ギ
ス
』
は
正
岡
子
規
の

あ
と
高
浜
虚
子
が
継
承

し
、
夏
目
漱
石
ら
が
投

稿
し
て
い
る
俳
句
雑
誌

で
あ
る
。『
ア
ラ
ラ
ギ
』

は
正
岡
子
規
没
後
門
人

に
よ
っ
て
創
刊
、
伊
藤

左
千
夫
、
斎
藤
茂
吉
、

島
木
赤
彦
ら
に
よ
っ
て

編
集
さ
れ
、大
正
・
昭
和

を
通
じ
て
歌
壇
の
主
流

を
な
し
た
（
写
真
２
）。

下
伊
那
に
お
け
る
最
初

の
短
歌
会
は
明
治
三
十

四
年
の「
若
菜
会
」で
あ

る
。
若
菜
会
は
同
年
一

月
、近
藤
政
寛（
赤
嶺
）、

桃
沢
茂
春
、
北
原
阿
智

之
助
（
痴
山
）、林
譲
な

ど
が
回
覧
誌
『
和
可
那

加
古
』（
三
号
か
ら
『
和

加
菜
』、
そ
の
後
『
若

菜
』
と
改
題
）
を
発
刊

し
た
。
明
治
四
十
年
に

若
い
教
師
た
ち
、
前
沢

政
雄
（
溯
月
）、菅
沼
直

衛
（
千
夜
）、高
坂
隆
次

（
竜
渓
）
ら
に
よ
っ
て

「
潮
会
」と
い
う
歌
会
が

つ
く
ら
れ
、
は
じ
め
は

『
潮
』と
い
う
雑
誌
を
つ

く
っ
て
い
た
。
の
ち
に

先
の
若
菜
会
の
近
藤
、

平
沢
二
郎
（
静
濤
）、神

波
二
男
（
糠
袋
）、岩
崎

清
美
（
雨
村
）、長
谷
川

喬
村
、
宮
崎
茂
（
星

川
）
ら
が
加
わ
る
。
下

伊
那
の
短
歌
運
動
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
長

谷
川
喬
村
に
つ
い
て
は

編
纂
村
沢
武
夫
『
伊
那

谷
の
文
化
と
長
谷
川
喬

村
』
に
詳
し
い
。

大
正
期
に
入
る
と
、

中
央
の
短
歌
会
盛
況
の

影
響
を
う
け
て
若
い
教

師
（
新
井
白
雨
、
宮
崎

茂
、
松
沢
茂
三
、
宮
下

操
ら
）
と
青
年
た
ち
に

よ
っ
て
あ
い
つ
い
で
歌

集
が
発
刊
さ
れ
て
い
っ

た
。坂
井
喜
三（
晶
山
）、

丸
山
東
一
（
冷
果
）、原

貴
男
（
梨
村
）、新
井
不

二
彦
（
白
雨
）
ら
に
よ

っ
て
『
メ
バ
ヱ
』
が
、

宮
崎
茂
、青
山
榛
三
郎
、

大
井
広
、
南
山
紫
水
、

平
沢
一
義
（
一
水
）
ら

に
よ
っ
て
『
山
河
』
が

発
刊
さ
れ
た
。
当
時
竜

丘
小
学
校
の
教
師
の
間

で
歌
誌
『
ポ
プ
ラ
』
が

作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
村
の
青
年
た
ち
、
岡

村
二
一
（
笛
人
）、中
田

美
穂
（
落
穂
）、岡
村
誠

一（
夢
人
）ら
が
参
加
し

て
い
る
。
大
正
九
年
に

な
る
と
原
清
（
紅
果
）、

今
村
邦
夫
、岡
村
二
一
、

関
谷
桑
之
助（
峡
村
）ら

に
よ
っ
て『
峡
』が
発
刊

さ
れ
た
。
文
学
活
動
は

短
歌
だ
け
で
は
な
く
、

大
正
九
年
に
関
谷
桑
之

助
が
『
東
雲
』、熊
谷
寛

が
『
失
名
』
と
い
う
文

芸
雑
誌
を
、
竹
村
浩
が

『
王
冠
』、今
村
邦
夫
が

『
も
の
の
生
命
』の
回
覧

雑
誌
を
出
し
て
い
る
。

（
佐
々
木
敏
二
『
下
伊

那
社
会
主
義
運
動
史
』）

こ
の
よ
う
な
個
人
的
活

動
の
分
散
状
況
に
あ
っ

て
歌
人
た
ち
が
ま
と
ま

っ
た
歌
誌
を
発
行
し
よ

う
と
の
話
が
も
ち
あ
が

り
、
大
正
九
年
秋
に
集

ま
っ
た
。
場
所
は
岡
村

二
一
の
勤
め
て
い
た
大

久
保
小
学
校
の
宿
直
室

と
今
村
邦
夫
の
勤
務
し

て
い
る
伊
那
銀
行
で
あ

っ
た
。

大
正
十
年
一
月
一

日
、
短
歌
雑
誌『
夕
樺
』

が
創
刊
さ
れ
た
。
奇
し

く
も
こ
の
年
は
「
下
伊

那
郡
青
年
会
」（
郡
青
）

が
、
二
月
今
ま
で
の
官
・
・

製
青
年
会
か
ら
「
た
た

・
・
か
う
」
青
年
会
へ
と
脱

皮
し
て
自
主
化
を
勝
ち

と
っ
た
年
で
あ
っ
た
。

創
刊
号
の
奥
付
を
見
る

と
編
集
人
岡
村
笛
人
、

印
刷
所
飯
田
印
刷
舎
、

発
行
所
夕
樺
社
と
な
っ

て
い
る
。「
清
規
」（
規

約
）は
毎
月
一
回
発
行
、

社
費
と
し
て
一
か
月
二

十
銭
、
原
稿
送
り
先
、

そ
の
他
照
会
は
伊
那
銀

行
内
今
村
邦
夫
と
な
っ

て
い
る
。
創
刊
当
時
の

同
人
は
岡
村
二
一
、
今

村
邦
夫
、
羽
生
三
七
、

中
田
美
穂
、桑
原
郡
治
、

阿
部
静
波
、
吉
川
秀
穂

ら
で
あ
り
、『
夕
樺
』
の

命
名
者
は
岡
村
二
一

（
石
川
真
澄
『
あ
る
社

会
主
義
者
』）で
歌
人
た

ち
の
『
白
樺
』
の
人
道

主
義
、
自
由
主
義
へ
の

傾
倒
が
感
じ
ら
れ
る
。

『
夕
樺
』
の
創
刊
か

ら
編
集
、
投
稿
、
廃
刊

に
い
た
る
最
後
ま
で
最

も
深
く
か
か
わ
っ
た
岡

村
二
一
は
、
創
刊
号
の

「
雪
解
く
る
夜
に
」
の

な
か
で
期
待
と
意
気
込

み
を
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

「
雪
解
く
る
夜
に
」

淋
し
い
淋
し
い
人
生

の
旅
に
あ
っ
て
、
私
達

に
わ
づ
か
に
生
命
の
微

笑
を
も
た
ら
し
て
呉
れ

る
も
の
は
ま
こ
と
に
こ

の
歌
だ
け
で
あ
る
。

歌
か
私
か
、
私
か
歌

か
、
と
に
あ
れ
歌
は
私

達
の
生
命
で
あ
る
、
私

は
生
命
を
熱
愛
す
る
。

歌
を
熱
愛
す
る
。
…

あ
ゝ
い
い
歌
を
作
り
た

い
。唯
そ
れ
だ
け
だ
。一

首
で
も
い
ヽ
。
た
っ
た

一
句
で
も
構
わ
な
い
。

本
当
に
い
い
歌
を
作
り

た
い
。…
行
こ
う
、行
こ

う
、
苦
し
く
と
も
悩
し

く
と
も
、
お
互
ひ
に
心

の
手
を
取
り
合
っ
て
、

遠
い
死
に
至
る
ま
で
…
。

涯
て
し
も
な
い
歌
の

巡
礼
よ
。

教
師
で
も
あ
っ
た
岡

村
は
創
刊
号
投
稿
短
歌

の
中
で
、「
教
え
児
」
と

題
し
て
次
の
よ
う
に
詠

っ
て
い
る
。

身
の
罪
を
こ
と
ご
と

く
言
ひ
て
く
づ
れ
を

れ
し
子
を
抱
き
し
め

て
言
葉
も
出
で
ず

こ
た言
た
え
て
手
を
取
り

し
ま
ヽ
泣
き
ゐ
た
り

は

り

ど

璃
璃
戸
に
も
ゆ
る
夕

焼
け
の
色

身
に
迫
る
悔
ひ
に
泣

く
子
よ
こ
の
後
は
心

を
こ
め
て
よ
き
人
と

な
れ

（
続
）
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